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第1章 背景・問題意識と目的 

 

 

1-1 背景・問題意識 

現在つくば市では社会実装・実証実験を推進している。つくばスーパーサイエンスシティ構

想では「研究成果の社会実装とエコシステム」を掲げ、「つくばの研究機関（約150機関）

から生み出される研究成果を、実証実験を経て社会実装」するとしている。また、つくばSo

ciety5.0社会実装トライアル支援事業では「つくば市では、国が提唱する「Society 5.0」

という未来社会の実現に向けたトライアル（＝実証実験）を全国の企業や研究機関、教育機

関等から公募し、優れた提案を全面的にサポートする」としており、社会実装のための実証

実験を進める方針が示されている。 

一方で、つくば市内には多数の研究機関が存在するものの、令和４年度つくば市民意識調査

では「あなたは、つくば市は科学のまちならではの先端的な製品・サービスが、いち早く暮

らしの中に活かされているとおもいますか。」との質問に「そう思わない」と回答した人が

29.9%、「どちらかといえばそう思わない」と回答した人が27.7%を占め、両者を合わせると

全体の半数以上を占めることが分かった。 

こうした事態につくば市は「つくば市科学技術・イノベーション振興指針（第3期）」の中

で「科学技術のまちを感じる機会を創出する」ことを掲げており、重点施策として「実証実

験のモニター、協力者のマッチング」「シチズンサイエンス（科学技術への市民参加）の推

進」が打ち出されている。 

こうした背景から、「研究成果の社会実装」と「市民の科学への参加」の二つの観点からつ

くば市にとって「実験」は重要ではないかと考えた。 

しかし実際に実験参加者(被験者)を集める際には様々な障壁があることが分かった。被験者

募集代行を行っている株式会社RTCの方にヒアリング調査を行ったところ、実験参加者募集

には大きなコストや時間がかかり、どの研究も実験参加者募集について潤沢な予算があると

は限らないことが分かった。しかし学生は他の属性に比べて集まりやすい傾向にある。その

集まりやすさから、学生に対象を絞って募集を行う実験も多く、より多くの学生に研究に協

力してもらうことが重要であると判明した。 

 

1-2 目的 

 

こうした先述の背景から、できるだけ現状からコストが増加しない方法で、より多くの学生が

実験参加者となるよう促す手法を探ることを目的とした。  



第2章 目的 

 

先述の目的から、「ナッジ」の活用が最も適しているのではないかと判断した。実践行動経

済学によれば、ナッジとは「選択を禁じることも、経済的なインセンティブを大きく変える

こともなく、人々の行動を予測可能な形で変える選択アーキテクチャーのあらゆる要素」で

ある。レジに並ぶ際の足跡の絵やトイレなどで見られる「いつもきれいにお使いいただきあ

りがとうございます」といったメッセージがこれに該当する、「人々に強制させない」「小

さなコストで行動変容を促せる」点がメリットとして挙げられる。 

本研究では 

  

柴田 浩久（2020） 

 「行動経済学のナッジが消毒・手洗い行動に変容を及ぼす効果の検証について」 

高橋鴻太（2021） 

 「ナッジによる消毒率向上の検証」 

佐々木 周作，齋藤 智也，大竹 文雄（2021） 

 「ワクチン接種の後押し：自律的な意思決定を阻害しないナッジ・メッセージを目指し

て」 

  

これらの先行研究を参考に、ランダム化比較実験によってどのようなナッジ・メッセージが

有効であるかを調査した。メッセージは「社会比較(同調圧力をかけるメッセージ、「他人

もやっている」など)」、「社会的利得(他人や社会にメリットがあることを示す)」、「社

会的損失(他人や社会にデメリットがあることを示す)」の3種類を検討した。  



第3章 意欲変容調査（プレ調査） 

 

 

3-1 アンケート 

 

目的：筑波大学生の実験参加の意識変容の調査 

対象：筑波大学生4,265人（推定合計） 

期間：10/3(木)~11/10(木) 

方法：GoogleForms (各学年・学類のグループLINEで配布) 

 

意欲変容調査では、以下の①②③の流れでアンケートを行った。 

①属性の確認 

・文系/理系・学年・性別・実家から大学に通っているか・つくば市出身か・これまでに被

験者となった回数・学籍番号下2桁(回答者を学籍番号下2桁(ランダムに生成されている)に

よって4グループに振り分け、それぞれに「統制」「社会比較」「社会的利得」「社会的損

失」メッセージのポスターを提示した) 

②ポスターの提示 

図1のように、上部のメッセージのみを変えたポスターを各群に提示した。 

メッセージの選定に関しては、 

・メッセージの内容以外にバイアスを含まない 

・分かりやすくシンプル 

の２点に留意した。 

 

③実験参加意志の確認 

・被験者として参加したいか 「はい」or「いいえ」 

・上記の質問に対する回答の理由 

 

 

図 1 各ナッジメッセージ及び各ポスター 



3-2 結果 

 

・各群の回答数 

 

今回のアンケートでは、統制群88件、社会比較群82件、社会的利得

群70件、社会的損失群68件の合計で308件の回答を回収することに

成功した。 

 

 

・ポスター提示前の4群の無作為抽出の妥当性について 

 
図 3 データのばらつき 

 

学籍番号下二桁を用いて回答者の各群への振り分けを行なった結果、４つの群の間で、回答者

の属性（学年・実家からの通学・出身地・文理・性別・被験者経験回数）に大きな偏りは見ら

れなかった。このことから、回答者の振り分けにおいて、無作為抽出に成功したと言える。 

 

・各群の実験参加希望率 

 
図 3 参加希望度 

  

図 2 回答数 



アンケートの③で「被験者として参加したいか」という問いに対し「はい」と回答した人数の

割合を出したのが図4になる。統制群と比較した場合、社会的損失メッセージが最も意欲変容に

有効に働き、次いで社会的利得メッセージが有効に働くことがわかった。一方で、社会比較メ

ッセージは意欲変容に影響を与えないことが分かった。 

 

・男女別のメッセージ効果 

 

図5は男性と女性の実験参加希望率を各群

で比較したもので、女性のグラフは先ほ

どお見せした各群（全体）の実験参加希

望率と同様の形になっており、特に社会

的損失メッセージの効果が顕著であるこ

とが分かる。一方で、男性には各群間の

差があまり見られない結果となった。  

 

 

・文理別のメッセージ効果 

 

図6は文系と理系の実験参加率を各群で

比較したもので、女性のグラフは先ほど

お見せした各群（全体）の実験参加希望率

と同様の形になっており、特に社会的損失

メッセージの効果が顕著であることが分か

る。理系に関してもグラフは各群（全体）

の実験参加希望率と同様の形となっている

が、各群間の差はそれほど大きくないこと

が見てとれる。 

 

 

・被験者経験とメッセージ効果 

 

図7は被験者経験がある人とない人の実

験参加希望率を各群で比較したものであ

る。被験者経験がない人に対しては社会

的利損失、及び社会的利得メッセージが

意欲変容に強い影響を与えていることが

分かる。一方で、被験者経験がある人に

対しては、ナッジメッセージの効果があ

まり見られない結果となった。 

 

 

  

図 4 男女間での参加希望率 

図 5 文理間での参加希望率 

図 6 被験者経験の有無による参加希望率 



・結論 

今回の調査を通してわかったことは、 

・実験への参加意欲を高めるメッセージとして、社会的損失メッセージ、次いで社会的利得メッセー

ジが有効である 

・ナッジは女性・文系・被験者経験のない人にはよく効くが、男性・理系・被験者経験がある人には

その効果が薄い 

ということである。 

 

  



第4章 行動変容（本調査） 

 

本調査では意欲変容調査では測ることのできなかった「行動変容」について重点的に調査し

た。したがって、本調査ではアンケートの中に我々の独自の実験を設置することで行動変容

の調査を図った。 

 

 

4-1 アンケート 

 

アンケートの実施方法については以下の通りである。 

目的：筑波大学生の実験参加の意欲・行動変容の調査 

対象：筑波大学生6,878人（推定合計） 

期間：2022年11/28(月)~12/15(木) 

方法：Googleフォーム 

   （各学年・学類・部活・サークルのグループLINE、チラシにて配布） 

質問事項：意欲変容調査で十分なサンプルが得られなかったもの・設定が不十分であったも    

のを削除・改良し、新たに●つくば市在住かどうか、●つくば市内と全体のそれ     

ぞれでの実験参加の経験回数、●研究をする側の経験回数、そしてつくば市内で     

の実験参加経験がある場合のみ、●「科学のまち」の恩恵を強く感じるか、●科     

学についての理解・知見・親近感などが深まったかといった質問を設置した。 

 

  

図 7 募集要項 



4-2 ナッジメッセージの提示 

 

意欲変容調査ではナッジメッセージを載せたポスターを提示することで意欲変容を見た。し

かし行動変容調査では、再びポスターを提示すると意欲変容の調査と同様のものと誤解さ

れ、回答を中断されてしまう可能性があると考え、ポスターから募集要項という形に変更し

た。募集要項はポスターと同じナッジメッセージと、実験のテーマや日時・場所、時間など

の実験概要を載せたものである。 

 

 

4-3 独自の実験 

 

募集要項提示後、実験に参加したいかどうかを問い、「参加したい」と回答した人には、私

たちが独自に作成した実験を行ってもらった。研究室で実際に行っている実験を用いること

も検討したが、得られる結果がある特定の分野に限られるものとなり、幅広い分野での応用

が困難になること、時間的・空間的制約があることで今回測りたい変数（ナッジの影響）以

外の変数が関わってくることに加え、得られるサンプルが少な

くなり分析ができなくなる恐れがあるといったデメリットがあ

った。そこで、それらの問題を排除するには独自で実験を作成

することが必要不可欠であると考え、今回の「独自の実験」に

至った。実験の策定の際には、なるべく（分野が）ニュートラ

ルな実験内容で、かつ空間・時間の制約を受けないものになる

よう注意した。それらに留意し実際に用いた独自の実験は、Go

ogleフォーム上、つまりオンライン上で計11問のクイズに答え

るもので、所要時間は約5分のものである。図9は、独自の実験

で用いたクイズの一例である。このように多少の集中力が必要

だが、専門的な事前知識を必要としないクイズを11問用意した。 

 

  

4-4 結果 

 

・各群の回答数 

 
図 9 回答数 

 

今回のアンケートでは、統制群71件、社会比較群67件、社会的利得群53件、社会的損失群54件の合計

で245件の回答を回収した。 

 

・ポスター提示前の4群の無作為抽出の妥当性について 

図 8 問題例 



 
図 10 データのばらつき 

 

今回もプレ調査と同様、学籍番号下二桁を用いて、無作為抽出を行なった。４つの群の間で、

属性に大きな偏りは見られず、無作為抽出におおよそ成功したと言える結果になった。 

 

 

・ 各群の実験参加率 

図 11 各群の実験参加率 

 

行動変容調査で、参加希望度の段階で4,5を選んだ上で、実験に参加するという選択をした人を

実験参加者として集計した結果が、図12である。意欲変容調査と同様に、行動変容に関しても

社会的損失メッセージが最も大きな影響を与えていることがわかった。 

 

  



・男女別のメッセージ効果 

図 12 男女別での実験参加率 

 

図13は男女別のメッセージの効果を示したものになる。男女ともに、社会比較・社会的利得メッセー

ジは正の影響は見られないが、社会的損失メッセージが実験参加を大きく促していることがわかる。

特に、女性に対する社会的損失メッセージの効果は大きく、他二つのメッセージに比べておよそ2倍

の実験参加を促すことに成功している。 

 

 

・文理別のメッセージ効果 

図 13 文理別での実験参加率 

 

図14に関しても、社会的損失メッセージが唯一文理ともに、実験参加率30%を上回る群となり、文

系、理系の両方に対して社会的損失メッセージが有効であることがわかる。 

 

 

  



・つくば市内外在住別のメッセージ効果 

 
図 14 つくば市在住かどうかによる実験参加率 

 

図15は、つくば市在住かどうかで分けた、メッセージの効果である。こちらも、社会比較・社会的利

得の効果には差があるようだが、社会的損失メッセージに関しては、つくば市在住かどうかに関わら

ず影響していることがわかり、また、全体的な参加率はつくば市在住の人の方が高くなっており、つ

くば市民の科学に対する関心の高さも窺える結果となった。 

以上のように様々な属性に対しても、社会的損失メッセージが有用であるということがわかる。 

 

 

・ 実験参加による、「つくば」「科学」に対する考えの変容 

図 15 科学に対する理解や知見、親近感が深まったか 

 

図16は、実験参加経験があると回答した人を対象に、アンケートの中で実施した『実験参加経験を通

して、科学に対する理解、知見や親近感が深まったと感じるようになりましたか』という質問に対す

る、結果である。どちらかというとそう思う、そう思うと答えた人が合計で、約58%になった。 



 

図 16 「科学のまち」であることの恩恵をより強く感じるようになったか 

 

図17は同様に実験参加経験のある人を対象に、今度はつくば市の市民意識調査の中で使われていた言

葉を借りて、「実験参加経験を通してつくばが科学の街であることの恩恵をより強く感じるようにな

りましたか」という質問をした際の結果になる。どちらかというとそう思う、そう思うと答えた人が

合計で35%となり、実験参加が科学のまちの恩恵を感じる要因の一つになっていることがわかる。 

 

 

・結論 

今回の調査を通してわかったことは、 

・実験への参加意欲、参加率を高めるメッセージとして、社会的損失メッセージが最も有効である 

・ナッジは女性・文系にはよく効くが、男性・理系にはその効果が薄い 

・実験参加によって「科学への理解、知識、親近感」を深められ、また、「つくばが科学のまちであ

ることの恩恵」を感じられるようになる 

ということである。 

 

 

 

 

 

 

 

  



第5章 提案 

 

  

今回の調査結果を踏まえ、実験参加者募集を行う研究者に向けての提案[1]とつくば市に向

けての提案[2] の2つの提案を行う。 

 

[1]実験参加者募集を行う研究者に向けての提案 

実験参加者募集を行う際のポスターや募集要項の文の一部に社会的損失メッセージを含める

ことで、参加者の増加が期待できる。具体的な候補としては、「あなたの協力がないこと

で、困っている研究者がいます」などのメッセージがあげられる。また、今回の調査で実験

参加によって科学に対する理解、知見や親近感が深まり、科学の街であることの恩恵をより

強く感じるようになることが分かったため、こうしたメリットをメッセージとして伝えるこ

とでも、同様に実験参加者数の増加が期待できる。 

 

 [2]つくば市に向けての提案  

つくば市では「科学技術のまちを感じる機会を創出する」ことを科学技術振興方針としてお

り、市民モニタのあっせんや実証実験のフィールド提供などによって様々な企業の実証実験

の支援を行っている。市民に研究参加、協力を求める際に[1]の例と同様の方法で募集を行

うことで、社会的損失メッセージが有効に働くと考えられる。 

この提案の有効性を検討するため、社会的損失メッセージが有効であった先行研究を参考に

した。広島県で行われた避難を促すために有効なナッジを調べる研究では、今回の研究と同

様、社会的損失メッセージが有効であることが分かったが、その心理的圧力の強さから、公

的機関からの発表を行う際には使用が避けられた。このことから、我々はキャラクターを活

用することで圧力を和らげるという解決法を考えた。社会的損失メッセージをダイレク ト

に掲載するのではなく、つくば市の「フックン船長」というイメージキャラクターが伝えて

いるメッセージとして発信することで、社会的損失メッセージの圧力を和らげ、市民の心理

的負担を緩和することができる。それだけでなく、キャラクターが話しているという体をと

ることで、メッセージにより注目しやすくなる効果も期待できる。  
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